












1,研究目的 

トキソプラズマ症(T 症)は,症状が多彩の上に不顕性感染が多いため,難診断性の疾患であ

って,その実態は今なお明らかではない。先天性 T症に関しては,妊婦の感染が先天症児を

生むリスクのある感染であるか,リスクのない慢性感染であるかを区別し,また出産児の血

清試験陽性が母体よりの移入抗体ではなく,児自身によって産生された抗体である事を区

別する事が非常に重要な診断の手がかりとなる場合が多い。そのためには感染初期抗体で

ある IgM 抗体を証明する必要があり,従来行なわれていた繁雑な方法にかわる,簡単な証明

方法が望まれていた。 

われわれは螢光抗体法,酵素抗体法・A一蛋白吸収一LA 法について検討を行ない,もっとも

単純でどこの検査室でも容易に実施しうる方法としてA蛋白吸収一LA法が良いことを昭和

53 年度に報告した。 

本年度の目標としては,A 蛋白吸収一 LA 法を実施に応用した場合にどのような問題がおき

るかを検討することを目的とした。 


